


要約:成熟新生児の栄養方法による生後の発育の違い、特に母乳栄養児の発育について検

討し、今後作成される母乳栄養児の発育曲線の妥当性を検証する基礎資料として神戸大学

小児科における成熟新生児の栄養方法と発育について後方視的に検討した。その結果、完

全母乳栄養児は極めて少数であること、栄養法による発育の差は明らかではないが、母乳

栄養児では男女間で発育に差がみられることが判明した。今回の検討では症例数が少なく

結論は出せないが、今後特に完全母乳栄養児の症例数を増して検討する必要がある。


